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三重県環境審議会条例（抄） 

 （設置） 

第一条 環境基本法（平成五年法律第九十一号）第四十三条第一項の規定に基づく審議会 

その他の合議制の機関として、三重県環境審議会（以下「審議会」という。）を置

き、その組織及び運営に関しては、同条第二項の規定に基づき、この条例の定める

ところによる。 

 （組織） 

第二条 審議会は、委員三十人以内で組織する。 

 （委員） 

第三条 委員は、環境の保全に関し学識経験のある者、県議会の議員及び関係行政機関の 

職員のうちから、知事が任命する。 

２ 学識経験のある者のうちから任命された委員の任期は、二年とする。ただし、補欠の 

委員の任期は、前任者の残任期間とする。 

３ 委員は、再任されることができる。 

 （会長及び副会長） 

第四条 審議会に、会長一人及び副会長二人を置く。 

２ 会長及び副会長は、委員が互選する。 

３ 会長は、会務を総理し、審議会を代表する。 

４ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるときは、あらかじめ会長の定めた順序

で、その職務を代理する。 

 （会議） 

第五条 審議会の会議は、会長が招集し、会長が議長となる。 

２ 審議会の会議は、委員の二分の一以上が出席しなければ開くことができない。 

３ 審議会の議事は、出席した委員の過半数が決し、可否同数のときは、議長の決すると

ころによる。 

 （専門委員） 

第六条 審議会に、環境の保全に関する専門の事項を調査させるため、専門委員を置くこ

とができる。 

２ 専門委員は、専門の学識経験のある者のうちから、知事が任命する。 

 （部会） 

第七条 審議会は、その定めるところにより、部会を置くことができる。 

２ 部会に属させる委員及び専門委員は、会長が指名する。 

３ 部会に部会長を置き、その部会に所属する委員がこれを互選する。 

４ 部会長は、部会の会務を掌理する。 

５ 部会長に事故があるときは、当該部会に所属する者のうちからあらかじめ部会長が指

名した者が、その職務を代理する。 

 （幹事） 

第八条 審議会に、幹事若干名を置く。 
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２ 幹事は、知事が指定する部内の職及び三重県教育委員会事務局の職にある者をもって

充てる。 

３ 幹事は、審議会の所掌事務について、委員及び専門委員を補佐する。 

 （庶務） 

第九条 審議会の庶務は、環境生活部において処理する。 

 （雑則） 

第十条 この条例に定めるもののほか、審議会の運営に関し必要な事項は、会長が審議会

に諮って定める。 



次期「三重県循環型社会形成推進計画」構成イメージ 

 

第１章 計画の基本的な考え方 

 １ 計画の策定趣旨 

 ２ 計画の位置づけ 

 ３ 計画の対象期間 

 ４ 基本理念 

 

第２章 取組方向と施策 

 施策体系一覧 

取組方向 主な内容 

取組方向１ 

安全・安心の確保 

・循環資源のライフサイクルでの安全・安心の確保 

・優良な事業者・処理業者の育成 

・不法投棄等の不適正処理事案への対応 

取組方向２ 

循環資源の利用促進 

・資源確保から生産、流通、使用、再使用、再資源

化、廃棄等の全ての段階での徹底した資源循環の

促進 

・動静脈連携（事業者間連携）を通じた市場価値創

出の促進 

・地域のコーディネーター 

取組方向３ 

持続可能な廃棄物処理体制の確保 

・災害時の廃棄物処理体制の強化・充実 

・ハード面・ソフト面での廃棄物処理体制の確保 

 

第３章 計画の目標 

 

第４章 計画の進行管理 
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今回の議論内容 


